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1 本学の状況
•「図書館サービス特論」として特論科目として
開講

• 2020年度開始
• 後期科目
• 3回生以上
← 2018年度入学生から受けられる

• 最初の2年間はYouTubeで、今年は対面
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1.1 履修者はバラバラ
• 司書資格を取るため、学校図書館系はこれだけ
受ける学生

• 学校司書だけ志望で、「図書館概論」を受けて
いない学生

•「情報サービス論」(読替)は受けている学生が
多い(→「学校図書館情報サービス論」が先)

• 人文学部・音楽学部・子ども発達学科
• 留学生
• 3回生になって資格を取り始める学生
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2 授業の構成
2.1 定められている「ねらいと内容」
1)学校図書館サービスの考え方と構造
2)学校図書館の環境整備(利用案内、配架・案内表示、
展示・掲示、修理・製本)

3)学校図書館の運営(年間運営計画、基準・マニュアル
類、記録・統計、会計・文書管理)

4)学校図書館利用のガイダンス
5)資料・情報の提供(利用案内、貸出、予約サービス、
資料紹介・案内、資料相談)
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6)児童生徒への読書支援(図書館行事、図書リスト、読
書推進活動、読書相談)

7)児童生徒への学習支援(教科等の指導に関する支援、
特別活動の指導に関する支援、情報活用能力の育成に
関する支援)

8)特別の支援を必要とする児童生徒に対する支援
9)教職員への支援(資料相談、情報提供、教材準備に関
する支援、ティームティーチング)

10)広報・渉外活動(学校図書館便り、HPの活用、学
校行事等との連携)
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3 基本的にそのままやっている
第1回 学校図書館サービスの考え方と構
造 オリエンテーション
1この授業について: 1.1目標 「学校司書として
働けるようになる」/ 1.2想定している受講生 /

1.3教科書 / 1.4成績のつき方(予定)

2担当者 岡田大輔の自己紹介
3大分県 国東市立 富来小学校の動画を見て、
知っている学校図書館との違いを考える
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第2回 学校図書館の環境整備(利用案内、
配架・案内表示、掲示、修理・製本)

1 前回の質問感想から
2 利用案内
3 掲示物: 3.1 配架サイン / 3.2 案内のサイン /

3.3 短い期間貼る「お知らせ」
4 本は修理しなくていい: 4.1 修理の方法 / 4.2

修理よりも別のことをしてほしい
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第3回 学校図書館利用のガイダンス
1 前回の質問感想から
2 新入生に図書館の説明(ガイダンス)はしたい:

2.1 長く説明すると飽きる / 2.2 「図書館の使い
方」ではなく「なぜ図書館を使うのか」を伝える
3 小学校向けの動画
4 先の動画の“決まり”について
5 1回では伝わらない
6 先生方に学校図書館を分かってもらう
7 どんな学校図書館を目指すか考えるきっかけ
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第4回 学校図書館の運営(年間運営計画、
基準、記録・統計)

1 前回の質問感想から
2 年間計画はいろいろある: 2.1 学校図書館でど
ういうイベント・授業をするか / 2.2 学校図書館
の“時間割” / 2.3 卒業までに学校図書館でどう
いう力をつけてもらうか
3 基準・マニュアルもいろいろある: 3.1 引継ぎ
の書類
4 学校図書館の数値の記録: 4.1 数値目標は決め
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にくい
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第5回 資料・情報の提供(貸出、予約
サービス)

1 前回の質問感想から
2 何冊まで借りられました?

3 貸出手続き: 3.1 公共図書館の貸出手続き / 3.2

学校図書館の貸出手続き
4 返却手続き
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第6回 児童生徒への読書支援
1 前回の質問感想から
2 児童生徒に本を読んでもらうのは簡単ではない
3 一番やりやすいのは“展示”

4 図書館が取り組むイベント: 4.1 読書週間
5 文化祭など学校のイベント: 5.1 ビブリオバ
トル
6 「○○高の100冊」
7 読書会・輪読会
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第7回 資料・情報の提供(資料紹介・案
内、資料相談)

1 前回の質問感想から
2 予約は“購入希望”と“取り置き”の2つの意味
で使われる
3「先生、面白い本」: 3.1 新入生に聞かれたら /

3.2 それなりに来る子に聞かれたら
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第8回 児童生徒への学習支援
1 前回の質問感想から
2 ふつうの授業でも出番はある: 2.1 授業と読み
聞かせ / 2.2 授業とブックトーク / 2.3 学校司書
が教室に行って行う
3 調べ学習の授業で学校司書は何をするか
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第9回 特別の支援を必要とする児童生徒
に対する支援
1 前回の質問感想から
2 特別支援学校
3 特別支援学校の学校図書館: 3.1 視覚支援学校
の学校図書館 / 3.2 聴覚支援学校の学校図書館 /

3.3 総合支援学校の学校図書館
4 特別支援教育
5 発達障がい: 5.1 自閉症 / 5.2 アスペルガー障
がい / 5.3 ADHD (注意欠陥多動性障がい) / 5.4
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ディスレクシア
6 特別支援学級: 6.1 マルチメディアデイジー /

6.2 リーディングトラッカー / 6.3 LLブック
7 高校にも
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第10回 教職員への支援 1 (資料相談、情
報提供、教材準備に関する支援)

1 前回の質問感想から
2 調べ学習の授業で学校司書は具体的に何をする
のか
3 “学校図書館推進校”の動画
4 先生からの本に関する依頼
5 本のこと以外も聞かれる: 5.1 パソコンその他
について聞かれる / 5.2 転職の相談 / 5.3 体調不
良の先生をかくまう
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6 授業に関する依頼・相談: 6.1 授業で見せる資
料 / 6.2 あいまいなところがあるので、ちゃんと
調べる / 6.3 どんな授業をするかの雑談
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第11回 教職員への支援 2 (ティーム
ティーチング)

1 今後の予定
2 前回の質問感想から
3 ティームティーチング
4 (調べ学習のときは)打ち合わせする: 4.1 なぜ
図書館で授業をするか / 4.2 どんな内容か / 4.3

授業中は自分は何をすればいいか / 4.4 何を目指
すのか
5 司書も人前でしゃべることはある
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6 人前でしゃべるテクニック: 6.1 学校司書の
場合
7 個別に調べているときにどう関わるか
8 特別な対応をどこまで認めるか
9 取り組めていない子への関わり
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第12回 学校図書館の見学
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第13回 広報・渉外活動 1 (学校図書館便
り、HPの活用)

1 前回の質問感想から
2 今後の予定: 2.1 試験問題例
3 学校図書館だよりの内容
4 各学校の図書館だより: 4.1 吹田市立山田第二
小学校 / 4.2 大阪信愛学院『らい★ぶらり』
5 具体的な作り方
6 私はやってなかった
7 GIGAスクール時代の学校図書館の広報: 7.1 学
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校図書館のホームページはあまり見当たらない /

7.2 「電子書籍を借りるページ」は要る
8 学校図書館の公式SNS

9 デジタルもアナログも
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第14回 司書・学校司書になるには 特別
活動の指導に関する支援
1 今後の予定: 1.1 試験問題例
2 前回の質問感想から: 学校図書館見学の感想の
共有
3 図書館の仕事を見つける: 3.1 日本図書館協会
「図書館職員求人情報」 / 3.2 ハローワーク イン
ターネットサービス / 3.3 図書館流通センター
(TRC) / 3.4 日本私学教育研究所「教職員募集情
報」 / 3.5 岡田から聞く
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4 特別活動とは
5 清掃の時間
6 図書委員会
7 図書委員会のよくある活動: 7.1 カウンター当
番をさせるか
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第15回 まとめと到達度の確認
1 テスト
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3.1 順番を入れ替えている部分
•「3)学校図書館の運営(年間運営計画、基準・マ
ニュアル類、記録・統計、会計・文書管理)」
と
「4)学校図書館利用のガイダンス」
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3.2 合わせて扱っている部分
•「2)学校図書館の環境整備(· · ·展示)」は「6)児
童生徒への読書支援(· · ·読書推進活動)」で

•「10)広報・渉外活動(· · ·学校行事等との連携)」
も「6)児童生徒への読書支援(· · ·読書推進活
動)」で
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3.3 「ねらいと内容」になく、加えた
部分

• 第12回 学校図書館の見学
• 第14回 司書・学校司書になるには
← “求人の見つけ方”と“状況は厳しい”

• 第15回 まとめと到達度の確認
← 期末テスト
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3.4 「ねらいと内容」にあるのに、抜け
ている部分

1)学校図書館サービスの考え方と構造
← 「学校図書館サービスの考え方」って何?

← 教科書は“直接/間接サービス”や“資料論”も
← 「学校図書館は読書も調べ学習も」「司書教諭
と学校司書の仕事の分担」ならしている
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3)学校図書館の運営(会計・文書管理)

← 予算を管理している文書などがあればいいが、
私はそんなにきっちりとはしていなかった
← 教科書も予算の内部資料は載っていないが
青弓社: 「学校図書館予算を計上したり購入図書
をまとめたりするのは、学校図書館部でおこな
います(p.70)」
放送大: 「1年間の予算計画づくりを通して夢を
膨らませよう(p.67)」「決算結果は予算計画と
照らし合わせて改善のヒントに(p.68)」
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樹村房(後藤): 言及なし
樹村房(学図研): 「予算案は、児童生徒や教職員
の資料の利用状況を把握している学校司書が中
心となって作成して学校図書館の校務分掌で検
討します(p.34)」
年間計画や授業で使った資料などの「文書管
理」も触れられる
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4 特徴的な授業展開
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4.1 前回の振り返りを30分
• 毎回に「大福帳」を書いてもらい、匿名で紹介

→ いろいろな考えを引き出すように
→ 他の授業でもやっている
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• 実際に授業で紹介したもの(これは全部本物)

– 図書の時間で、最後の5分にまとまって借り
るのではなく、少しずつ借りさせればいいの
では

– 中学の頃、小説『リアル鬼ごっこ』で読書感
想文を書こうとしたら、ダメだと言われま
した

– 情報の活用を学ぶのはいいけれど、司書が教
えるのは違う気がする。「本を楽しむ場所」
というイメージが薄れ、図書館の存在意義が
失われる
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– 学校図書館には健全な本しか無いのなら、人
に見られても平気なはずで、そもそもそんな
にプライバシーを気にしなくてもいいはず
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4.2 クリティカルな視点
• YouTube「学校図書館オリエンテーションのや
り方(小学校低学年)*1 」を見て

• 理想と現実と両方伝えたい

*1 https://www.youtube.com/watch?v=

q411U833mh8
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4.3 近隣の学校図書館の見学に行く
•「学校経営と学校図書館」「情報メディアの活
用」と計3校行っている
← これだけは去年も対面で行った
–「週1日勤務ということは、残りの日は何を
しているんですか」と学生が学校司書に質問
→ やっぱり深まってはなかった
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4.4 積極的に当てているが、グループ
ワークはあまりない

• (こちらの都合よく進むように、順番を考えて)

指名して意見を言ってもらっている
• 皆が意見を出せるほど深まってはいない
• 皆がアイディアを出せるような良い課題は思い
つけていない

• すると来なくなる学生もいる
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5 問題点
5.1 自転車操業で作ったまま
• “各回完結型”と言えば聞こえがいいが、体系
的になっていない
← 検討できるのにしていない

• “特別な支援を要する児童生徒への活用”の2回
分を司書教諭「情報メディアの活用」と共用
← 2020、2021は同じ動画を見せた
→ 受講生はほぼ重ならない
→ 「学校教育概論」とは別内容にした
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5.2 毎回の宿題は出していない
• ので「毎回2時間の自主学習」はできていない
– YouTubeのときは毎回5問○×テストの宿題
→ 授業内では別のことをしたい

• (○×ではない)課題も出しにくい
←「見学をした学校図書館の改善点」は出すが
– 選書のようなジレンマもないし、
– 辞書を引く体験をしてほしいとかもないし
– 目録のように、既存のルールを問い直すこと
もできない
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6 吉澤先生と同じ点・違う点
•「全受講生は司書資格課程を同時に受講してお
り、「情報サービス論」と「情報サービス演習」
も受講中、もしくは受講済み」

•「学校図書館情報サービス論」を読替しない
→ 相愛ではしている

•「内容の重複について不要と感じたという意見
は全くない」
→ 吉澤先生のところは「学校図書館サービス
論」が2つあるとも捉えられる?
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6.1 重視なされているところ
• 校種や学校ごとにアプローチは違う
→ 言っているとは思うが、意識はしていない

• 1人職場で研修も受けにくい
→ 言っているとは思うが、意識はしていない

• 学校図書館への就職方法
→ これは言っている
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私の読み替えの「情報サービス論」や「学校図書
館サービス論」で
• OECDのキー・コンピテンシー / 国際バカロ
レアのカリキュラム / 持続可能な開発のため
の教育 / 新学習指導要領での学校図書館の重
要性
← 全部言えてない

• 学校図書館のレファレンスでは教育的視点が
必要
← これは「情報サービス論」で言っている
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•「情報活用能力の体系表」や「情報資源を活用
する学びの指導体系表」
← 「学校図書館サービス論」で批判的に紹介

• 着任した先での児童生徒が「できる」ように
探究学習における「課題の設定/情報の収集/整
理・分析/まとめ・表現」それぞれの段階に対す
る支援、アプローチ方法について理解を深める
← 探究モデルとそのメリットを紹介するので
精一杯
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7 大会に向けて
7.1 大会での申込み内容
以下だけは決まっているが、追加はできる
発表テーマ: 「学校図書館情報サービス論」と
「学校図書館サービス論」の授業内容の検討
発表者: 岡田大輔(相愛大学) 吉澤小百合(筑波
大学大学院図書館情報メディア研究科)

2、3日以内に「発表の概要(200字程度)」が要る
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7.2 何を発表するか
以下の組み合わせにはなると考える
1. 各大学のシラバスの分析(済)

2. 各教科書の分析(済)

3. 実践者の実践事例の報告(済)

4. より良い方法の提案
• 漠然と問題がある気がするが、ここをこうした
いという強い何かはない
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